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西

鶴

題

材

小

考

一剛

田

金

五

郎

寛
文
四
年
正
月
刊
行
、　
以
後
板
を
重
ね
て
世
に
行
は
れ
た
北
条
了
意
作

「堪
忍
記
」
と
西
鶴
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
夙
に
山
口
剛
氏
が

「西
鶴
名

作
集
」
の
解
説
に
於
て
、

「
日
本
永
代
蔵
」

（貞
享
五
年
二
月
刊
）
の
巻
末

に

「甚
忍
記
」
全
部
八
冊
の
近
刊
予
告
が
出
で
を
り
、
こ
れ
は
元
隷
七
年
三

月
遺
稿
と
し
て
刊
行
せ
ら
れ
た

「西
鶴
織
留
」
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
り
、

「甚
忍
記
」
は

「堪
忍
記
」
な
る
書
名
の
も
ぢ
り
で
あ
っ
た
事
を
説
か
れ
、

野
間
光
辰
先
生
は

「西
鶴
と

『堪
忍
記
』
―
近
世
小
説
に
関
す
る
覚
え
書

（七
）
）
八
ご

（
国
語
。
国
文
・
十
二
巻
十
二
号
十
三
巻

一
号
連
載
）
に
於
て
、

こ
の
両
者
の
関
係
を

「単
に
題
号
の
も
ぢ
り
に
の
み
と
ゞ
ま
」
ら
ず

「そ
れ

以
上
内
容
的
に
た
と
へ
ば
献
案
と
か
模
倣
と
か
、
踏
襲
と
が
、
影
響
ら
し
い

影
響
の
や
う
な
も
の
が
別
段
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
か
」
と
問
は
れ
一
歩
を

進
め
た
御
考
察
を
払
は
れ
て
ゐ
る
が
惜
し
い
か
な
未
完
の
儘
で
筆
を
絶
た
れ

て
ゐ
る
。
今
筆
者
は

「堪
忍
記
」
に
原
拠
の
求
め
ら
れ
る
西
鶴
の
説
話
を
考

証
し
、
西
鶴
の
創
作
方
法
に
さ
ゝ
や
か
な
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
あ
て
る
事
に

し
よ
う
。
こ
れ
も
亦
西
鶴
と

「堪
忍
記
」
と
の
関
係
の
重
要
な
る
一
側
面
を

な
す
も
の
と
信
ず
る
か
ら
。

「万
の
文
反
古
」

（
元
藤
九
年
刊
）
巻
五
之
二

「
二
膳
居
る
旅
の
面
影
」

に
長
市
良
の
母
が
同
じ
所
に
密
夫
を
こ
し
ら
へ
、
夫
の
長
之
進
を
隠
し
男
に

闇
打
さ
せ
、
自
身
は
知
ら
ぬ
顔
で
わ
す
れ
が
た
み
の
長
市
長
と
後
家
暮
し
を

し
て
ゐ
た
が
、密
夫
は
疑
心
暗
鬼
を
生
じ
て
欠
落
、勢
州
桑
名
の

「旅
籠
屋
に

立
寄
か
け
あ
い
の
食
を
出
し
給
へ
と
い
ひ
て
座
敷
に
通
り
、
す
こ
し
の
う
ち

か
り
枕
、夢
も
む
す
ば
ぬ
う
ち
に
、所
の
名
物
と
て
岩
花
の
汁
に
焼
蛤
を
匂
は

せ
、
申
′
ヽ
と
起
し
て
お
食
ま
い
り
ま
せ
と
い
ふ
時
、目
を
覚
し
て
見
れ
ば
、

膳
ふ
た
り
前
居
け
れ
ば
、
我

一
人
な
る
に
二
膳
は
す
へ
け
る

一
膳
と
れ
と
い

へ
ば
、ヽ
最
前
御
両
人
御
入
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
其
お
ひ
と
り
さ
ま
は
ど
れ
ヘ

御
ざ
り
ま
し
た
と
い
ふ
、
是
は
不
思
義
其
ふ
な
る
東
つ
き
す
る
時
、
亭
主
罷

出
お
ま
へ
様
と
跡
先
に
今

一
人
成
程
座
敷
へ
御
入
な
さ
れ
ま
し
た
と
い
ふ
。」

そ
の
風
俗
を
尋
ね
る
と
、

「我
手
に
か
け
し
長
之
進
が
其
夜
の
出
立
に
う
た

が
ひ
な
し
、
扱
は
我
身
に
付
そ
ひ
其
執
心
は
な
れ
ず
か
く
あ
れ
ば
何
国
ま
で

も
の
が
る
ヽ
所
な
し
、
我
ゆ
へ
迷
惑
す
る
人
も
あ
る
べ
し
、
是
よ
り
生
国
に

立
帰
り
、
あ
り
の
ま
ヽ
に
命
を
帰
さ
ん
と
お
も
ひ
定
め
、
こ
た
び
大
和
に
て

此
段
々
を
申
上
す
み
や
か
に
首
う
た
れ
し
。」
姦
婦
も
投
身
巨
殺
を
し
た

と

い
ふ
の
で
あ
る
が
、そ
の
挿
絵
に
宿
の
飯
感
が
二
膳
運
ん
で
ゐ
る
所
を
画
き
、

題
名
が
コ
一膳
居
る
旅
の
面
影
」
で
あ
る
か
ら
、
此
点
が
当
説
話
の
焦
点
と
思

は
れ
る
が
、
こ
れ
は
全
く

「堪
忘
能
」
に
依

っ
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
同
書

巻

一
、
の
第
七

「色
欲
を
と
ゞ
む
べ
き
堪
忘
」
の
四

「王
勤
政
が
女
を
殺
し

て
む
く
ひ
け
る
事
」
を
見
る
と
、
唐
の
王
勤
政
が
隣
家
の
曹
可
叔
の
妻
と
密

通
、妻
は
夫
を
毒
殺
、そ
れ
が
あ
ら
は
れ
て
、
王
勤
政
は
科
の
其
身
に
及
ぶ
を

恐
れ
て
逃
亡
、
七
十
里
離
れ
た
江
山
県
の
「旅
屋
に
宿
を
か
り
て
立
人
た
り
、

か
く
て
膳
の
そ
な
へ
を
二
人
分
も
ち
出
た
り
、
王
勤
政
が
い
は
く
旅
人
は
た

ゞ
一
人
な
り
、
二
人
の
そ
な
へ
は
い
か
成
故
ぞ
や
と
い
ふ
、
あ
る
じ
の
い
は

く
、
さ
き
に
帽
子
も
着
ざ
る
人
、
汝
の
跡
に
打
つ
れ
て
立
入
侍
へ
り
、
さ
て

」
〔
蔵
隧
輛
“
針
ヽ
脚
朦
一
』
げ
は
鋤
動
湖
に
徹
養
“
篠
蔵
膨
つ き
ぎ
嘲
誡
局



ふ
な
り
、
此
上
は
い
づ
か
た
に
に
げ
ゆ
く
共
さ
ら
に
た
す
か
る
べ
か
ら
ず
と

思
ひ
、
引
か
へ
し
て
里
に
か
へ
り
。
曹
可
叔
を
こ
ろ
せ
し
事
は
か
う
′
ヽ
の

故
也
と
い
ふ
て
、
女
房
と
お
な
じ
く
と
が
に
お
ち
て
こ
ろ
さ
れ
に
け
り
。」
以

下
種
々
教
訓
の
辞
を
連
ね
て
ゐ
る
．が
、
西
鶴
が
此
の
説
話
に
依

っ
て
構
文
し

た
事
は
明
白
で
あ
る
。

「寃
を
む
く
ふ
思
」
の
代
り
に
、
長
之
進
の
風
俗
を

「
年
の
程
は
三
十
四
五
と
見
え
ま
し
て
、
す
こ
し
横
ふ
と
り
給
ひ
、
髪
は
ち

ゞ
み
て
中
び
く
な
る
東
、
然
も
日
の
上
に
出
来
物
の
跡
あ
り
て
立
嶋
の
袷
に

柿
染
の
羽
織
め
し
て
」
と
記
し
た
所
が
西
鶴
の
写
実
の
筆
の
光
を
放
つ
箇
所

で
あ
ら
う
。
　
　
　
　
．

「西
鶴
諸
国
は
な
し
」

（貞
事
二
年
刊
）
巻
三
之
七

「因
果
の
ぬ
け
穴
」

に
、
大
河
判
右
衛
門
は
一
子
判
八
と
同
道
で
、
兄
判
兵
衛
の
敵
、
寺
田
弥
平

次
が
但
馬
の
山
里
の
親
類
の
家
に
隠
れ
住
ん
で
ゐ
る
事
を
知
り
、
雨
風
は
げ

し
き
闇
の
夜
忍
び
込
む
条
が
あ
る
が
、

「横
手
の
塀
を
切
ぬ
き
、
ま
た
内
な

る
壁
に
道
つ
け
て
広
庭
に
し
の
び
入
」
つ
た
が
弥
平
次
に
聞
付
ら
れ
、
逃
げ

出
し
、「出
ざ
ま
に
鍋
釜
を
提
て
、お
も
て
に
捨
置
、は
じ
め
の
ぬ
け
道
に
出
る

〓
し
ゆ

に
、
老
人
の
自
由
さ
は
、
く
ゞ
り
時
隙
入
処
を
跡
よ
り
大
勢
両
足
に
と
り
つ

き
、
す
こ
し
身
の
う
ご
き
な
ら
ず
、
判
八
立
帰
り
て
、
親
の
く
び
を
切
、
其

く
び
さ
げ
て
、
に
げ
の
び
け
る
に
、
跡
に
て
せ
ん
ぎ
さ
ま
ス
ヽ
鍋
か
ま
の
や

う
す
を
見
て
盗
人
に
は
う
た
が
ひ
な
し
と
共
通
り
に
す
ま
し
け
る
。」
か
く
て

判
八
は

「親
の
道
」
を

「我
手
に
掛
」
た

「因
果
」
を
歎
く
の
で
あ
る
が
、

結
局

「判
八
も
又
、
か
へ
り
打
に
あ
ひ
ぬ
」
で
一
章
終
っ
て
ゐ
る
。
そ
の
挿

絵
は
判
八
が
父
の
首
の
髯
を
担
ん
で
ぶ
ら
さ
げ
刀
を
肩
に
か
つ
い
で
逃
げ
出

す
姿
で
あ
り
、
子
が
父
の
首
を
切
る
と
い
ふ
シ
ヨ
ッ
キ
ン
グ
な
因
果
が
此
の

説
話
の
山
で
あ
ら
う
が
、
こ
の
筋
は

「堪
忍
記
」
巻
三

「第
十
三
父
母
に
つ

か
う
る
堪
忍
」
之
一
「孝
不
孝
の
評
判
の
事
」
の
条
に
於
け
る
左
の
文
に
依

る
も
の
で
あ
ら
う
。

「叉
ま
づ
し
き
子
其
父
老
た
り
、
親
子
つ
れ
て
人
の
家

に
ぬ
す
み
し
に
行
け
り
、
家
主
し
り
て
追
出
し
に
ぐ
る
を
追
事
急
な
り
、
竹

藪
の
垣
を
く
ぐ
り
て
に
げ
た
る
に
親
ハ
足
よ
ハ
く
、
を
く
れ
て
か
き
を
く
ゞ

り
け
る
に
、う
し
ろ
よ
り
を
ひ
つ
め
て
足
を
と
ら
へ
て
引
と
ゞ
む
、英
子
立
も

ど
り
、
親
の
く
び
う
ち
を
と
し
取
っ
て
か
へ
り
し
を
バ
孝
と
定
め
た
り
、
い

か
な
れ
バ
と
ら
へ
て
引
と
ゞ
め
敵
の
手
に
わ
た
ら
バ
、
命
ハ
と
て
も
の
が
る

ま
じ
き
う
き
目
に
あ
ひ
は
ぢ
を
う
け
む
こ
と
を
か
な
し
み
て
、
か
く
い
た
し

け
る
事
ハ
孝
有
て
義
に
か
な
へ
り
と
評
せ
り
。」

そ
の
挿
絵
を

『寛
文
四
暦
甲
辰
五
月
良
日
』
刊
記
本
で
見
れ
ば
、
藪
の
中

で
追
手
の
一
人
に
片
足
を
と
ら
れ
て
ゐ
る
父
の
首
を
子
が
大
上
段
に
ふ
り
か

ぶ
っ
て
斬
落
さ
ん
と
す
る
場
面
で
あ
る
。
叉
判
右
衛
門
を

「老
人
の
自
由
さ

は
と
記
し
、

「鍋
か
ま
の
や
う
す
を
見
て
、
盗
人
に
は
う
た
が
ひ
な
し
」
と

記
し
た
西
鶴
の
箋
致
に
は
各
々
明
日
な
根
拠
が
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
は
武
断

に
な
ら
う
か
。

以
上
の
外
、
「男
色
大
鑑
」巻
五
之
三
「思
ひ
の
焼
付
は
人
打
石
売
」
に
見
え

る
尾
張
の
三
木
の
行
状
の
典
拠
と
思
は
れ
る
の
が
、

「堪
忍
記
」
巻
四
、
商

人
の
堪
忍
六
、
録
子
売
の
事
付
隧
石
売
駒
千
代
が
事
」
で
あ
る
事
は
既
に
真

山
青
果
氏
が

「西
鶴
語
彙
考
証
第
一
」
で
記
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
省
略
す
る
。

以
上
の
三
説
話
は

「堪
忍
記
」
に
原
拠
を
右
す
る
事
は
明
白
と
な
っ
た
と

思
ふ
が
、
以
下
、

「西
鶴
諸
国
咄
」
中
の
二
説
話
に
つ
き
此
の
機
会
に
併
せ

て
小
見
を
述
べ
て
見
よ
う
。
第

一
に

「西
鶴
諸
国
咄
」
巻
二
之
四

「残
る
物
と
て
金
の
鍋
、
仙
人
。
大
和
の
国

生
駒
に
あ
り
し
事
」

は

「続
齊
諮
記
」

（梁
呉
均
著
）
の

「鵞
籠
記
」
に
拠
る
と
い
は
れ
る
。

い
ま
両
者
を
比
較
対
照
す
れ
ば
、

「平
野
の
里
へ
帰
る
木
綿
買
ひ
は
、
鵞
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籠
記
で
は
、

「陽
羨
許
彦
」
と
な
っ
て
を
り
、

「
八
十
餘
り
の
老
人
」
は
、

「年
十
七
八
」
の

「書
生
」
に
、
「美
し
き
手
樽

一
つ
」、
は

「銅
査
子
」
、

「十
四
五
の
美
女
」
は
、

「年
可
二十
五
六
こ
「
一
女
子
」、

「十
五
六
な
る

若
衆
」
は

「年
可
■
一十
三
四
こ

「男
子
」
に
ふ
り
か
へ
ら
れ
て
あ
り
、
「鵞

籠
記
」
の

「男
子
叉
於
二
口
中
一吐
ｉ

婦
人
一年
可
■
一十
こ

て
戯
れ
た
件
を

除
け
ば
、

「そ
の
ま
ゝ
を
巧
み
に
翻
案
し
た
も
の
で
あ
る
」

（近
藤
忠
義
氏

日
本
古
典
読
本
、
西
鶴
二
七
頁
頭
註
）
と
断
定
出
来
る
様
で
あ
る
が
、
こ
れ

に
は
一
考
を
要
す
る
。
英
故
は
こ
の
脚
色
に
は
叉
他
に
一
原
拠
が
あ
る
か
ら

で

「 ぁ弟
″
物
「端
申
脚
一
¨
蹴
』
は
帰
り
て
此
事
を
語
れ
ば
、
７野
臨
仙
人
と
云

ふ
者
、
毎
日
住
吉
よ
り
生
駒
に
通
ふ
と
申
し
伝
へ
し
、
其
れ
な
る
べ
し
」

と
あ
る
条
に
関
し
て
山
口
剛
氏
は
、

「生
馬
仙
人
の
称
の
如
き
、
も
と
よ
り
生
駒
の
山
の
附
合
に
過
ぎ
な
か
ら

う
。
他
の
作
者
の
諸
国
咄
型
の
怪
異
小
説
同
様
に
、
必
ず
し
も
そ
の
国
、
そ

の
地
に
緊
密
を
要
と
せ
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
」

（怪
異
小
説
研
究
江
戸
文
学

研
究
三
〇
五
頁
）

と
論
ぜ
ら
れ
、
近
藤
忠
義
氏
は
、
生
馬
仙
人
の
生
馬
に
つ
き

「生
駒
山
の
生
駒
の
も
ぢ
り
で
あ
ら
う
」

と
頭
証
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
林
道
春
の

「本
朝
神
社
考
」
の
左
の
記
事

に
よ
る
と
思
は
れ
る
。

「生
馬
仙
人
。
生
馬
仙
入
者
。
摂
津
国
。
住
吉
県
人
。
入
二河
内
高
安
県

東
山
一。　
棲
二深
谷
¨
　
寛
平
九
年
。
有
二斗
撤
僧
明
達
者
・。　
上
二東
山
頂
。́

見
■

奄
在
二谷
中
”　
下
到
二其
処
↓
　
奄
中
有
′人
。
顔
色
似
二黄
粟
”
　
披
ニ

白
帽
・著
二素
衣
・。　
明
達
問
誰
耶
。
答
日
。
我
是
生
馬
仙
人
也
。　
取
二五
瓜
・

喚
達
日
。
此
瓜
産
二千
此
地
・。　
可
二以
療
レ飢
。
達
食
′瓜
。
英
味
甚
美
。
達

叉
問
日
。
居
′
此
為
′
何
。
生
馬
仙
人
答
日
。
我
自
′
入
′
山
。
未
′
見
二山
脚
・。

只
求
レ道
耳
。
達
帰
伝
二此
事
・云
。」
（
巻
五
）

こ
の
記
事
に
よ
り

「諸
国
咄
」
の
本
文
に
、　
二
日
業
平
の
高
安
通
の
息
つ
ぎ

の
水
と
云
ふ
所
ま
で
」
或
は

「冷
し
物
と
し
て
時
な
ら
ぬ
瓜
を
出
だ
し
ぬ
」

又
は

「老
人
は
住
吉
の
方
へ
飛
び
去
り
ぬ
」
と
の
行
文
の
依
る
所
が
明
白
で

あ
ら
う
。
言
ふ
迄
も
な
く
こ
の

「神
社
考
」
の
記
事
は
、

「
元
亨
釈
書
」
巻

第
十
八
、
神
仙
五
の

「
生
馬
仙
者
。
摂
州
住
吉
県
人
。
云
々
」

を
原
拠
と
し
て
文
辞
を
少
し
更
へ
た
も
の
で
あ
り
、
又
、
南
方
熊
楠
氏
に
よ

れ
ば

「鵞
籠
記
」
は

「事
実
で
は
な
く
、
唐
の
段
成
式
が
酉
陽
雑
俎
続
四
に
説
た
通
り
、
仏
教

か
ら
作
り
替
た
者
だ
。
呉
の
康
僧
会
が
訳
し
た
旧
雑
警
喩
経
上
に
出
た
の
を

雑
俎
に
は
至
っ
て
略
し
て
引
を
る
」

（
読

一
代
女
輪
講
彗
星
江
戸
生
活
研
究

三
巻
十
号
三
七
頁
）

と
論
せ
ら
れ
る
如
く
、
仏
典
に
基
く
も
の
で
あ

っ
た
。

結
論
を
い
へ
ば
西
鶴
は

「鵞
籠
記
」
と

「木
朝
神
社
考
」
生
馬
仙
人
の
両

説
話
を
取
合
せ
て
構
文
し
た
の
で
あ
っ
た
。
筒
生
駒
を

「生
馬
」
と
宛
字
す

る
例
は

「西
鶴
名
残
之
友
」

（
元
藤
十
二
年
刊
）
巻
三
之

一
（
マ
ヽ
実
は
巻

三
之
三
―
筆
者
護
）
腰
ぬ
け
仙
人
に

「我
も
仙
術
の
心
見
に
と
て
有
時
身
を
清
め
。
秋
の
夜
の
月
曇
り
な
ぐ
堺

の
南
北

一
目
に
見
わ
た
し
。
三
階
蔵
の
や
ね
よ
り
住
吉
の
か
た
に
向
ひ
、
観

念
の
眼
を
ふ
さ
ぎ

一
代
の
大
願
此
時
な
り
。
心
ざ
す
所
は
生
馬
山
ま
で
の
飛

行
ぞ
と
両
の
手
を
さ
し
の
べ
て
飛
け
れ
ば
」
　
　
　
ヽ

と
見
え
、
そ
の
行
文
か
ら
す
れ
ば
腰
ぬ
け
仙
人
即
ち
泉
州
堺
の
藤
井
徳
庵
は

生
馬
仙
人
た
ら
ん
と
し
た
様
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
・



同
じ
く

「西
鶴
諸
国
咄
」
巻

一
之
六

「雲
中
の
腕
お
し
、
長
生
、
箱
根
山

熊
谷
に
あ
り
し
事
」
に
見
え
る

「常
陸
坊
海
尊
」
に
つ
い
て
は
、
矢
張

「本

朝
神
社
考
」
毬
六
都
良
香
の
条
に
、

「近
頃
有
′人
云
。
奥
州
右
二残
夢
者
。́
　
自
字
日
二呼
白
”
叉
自
称
二秋
風
道

人
・。　
不
ノ
僧
不
′
俗
。
風
顛
狂
漢
。
自
日
与
二須

一
体
・。　
友
善
得
二其
禅
要
・。

叉
時
々
与
′人
語
。　
以
・・元
暦
女
治
之
事
・。　
雨
日
其
時
義
経
為
〓何
事
”　
耕

慶
為
二英
事
↓　
誰
某
作
二此
事

　̈
‘与
二平
氏
・戦
ヨ予
某
”
　
其
話
殆
如
二親
見

之
者
“
人
怪
而
詰
′
之
則
日
。
我
忘
／
之
実
。
浮
屠
天
海
及
松
雪
者
遇
二残
夢
・。

残
夢
好
二杓
杞
飯

食̈
／
之
。
海
喫
囲
′
之
。
与
′人
語
日
。
残
夢
長
生
不
′
速
′

事
。
而
服
二杓
杞
・故
也
。
人
怪
′
之
日
。
彼
蓋
常
陸
房
耶
。　
海
聞
而
喜
′
之
。

人
送
二杓
杞

海̈
受
為
二菜
飯

館̈
焉
。
海
之
言
日
。
任
′意
随
ノ
時
。
勿
′
急
勿
′

速
。
緩
々
慢
々
是
延
二寿
命
”人
或
信
′
之
。」
と
記
し
て
あ
る
。
常
陸
坊
海
尊

が
近
世
初
期
残
夢
或
は
清
悦
と
称
し
た
義
経
の
遺
臣
と
共
に
奥
羽
地
方
に
出

没
し
て
ゐ
た
事
は
柳
田
国
男
先
生
が
東
北
文
学
の
研
究

（雪
国
の
春
所
収
）

で
詳
細
に
論
ぜ
ら
れ
た
所
で
あ
る
が
、

「諸
国
咄
」
に
関
し
て
は
言
及
さ
れ

て
ゐ
な
い
の
で
今
同
論
文
に
引
用
さ
れ
た

一
二
の
典
拠
に
よ
り
説
明
し
て
見

よ
う
。
先
づ

「清
悦
物
語
」

（
南
部
叢
書
第
九
巻
所
収
）
に
よ
れ
ば
、

「奥

州
衣
川
の
合
戦
の
次
第
清
悦
と
云
し
人
は
高
館
の
御
所
に
龍
城
せ
ら
れ
、
義

経
の
御
供
申
御
合
戦
数
万
人
討
死
し
け
れ
ど
も
、
清
悦
と
常
陸
坊
此
外
近
習

弐
入
以
上
四
人
生
残
、
同
清
悦
は
寛
永
七
年
の
夏
迄
存
命
平
泉
に
在
」
っ
て
、

衣
川
の
合
戦
其
他
を
物
語
っ
た
と
い
ふ
。そ

し

て
清
悦
が
「
一
日
観
二義
経
記

者
”
日
是
妄
也
。
因
説
・豊
（事
”　
寛
永
八
年
或
以
こ国
字
・記
′
之
。
名
日
二清

悦
物
語
“　
伝
二子
世
”　
童
（事
与
二東
鑑

・
義
経
記
・鎌
倉
実
記
書
・不
′
合
云
」

と
は
、
仙
台
藩
士
小
野
寺
謙
が
英
著

「東
藩
野
乗
」
巷
之
下
清
悦
翁
伝
に
記

す
所
で
あ
る
が

「清
悦
物
語
」
に

「今
時
舞
慶
を
絵
に
書
に
色
黒
く
山
伏
の

様
に
書
事
偽
也
、
色
は
自
く
能
人
の
体
也
」
と
あ
る
の
は
、

「諸
国
咄
」
の

「す
ぎ
に
し
弁
慶
は
、
色
黒
く
せ
い
た
か
く
、
絵
に
さ
へ
お
そ
ろ
し
く
、
見

ゆ
る
と
尋
け
れ
ば
、
そ
れ
は
大
き
に
逢
ふ
た
、
ま
た
な
き
美
僧
と
か
た
る
」

の
典
拠
と
思
は
れ
る
。
叉
同
書
に
常
陸
坊
の
動
静
に
つ
き
、

「清
悦
答
て
云

く
、常
陸
坊
は
未
息
炎
に
て
泉
北
に
在
と
語
と
い
へ
ど
も
、不
証
拠
な
れ
ば
如

何
あ
ら
ん
と
疑
ふ
。然
る
に
常
陸
坊
泉
北
に
て
死
去
其
証
拠
に
は
、義
経
の
御

手
跡
御
判
に
て
常
陸
坊
に
被
′
下
を
小
き
箱
に
入
上
を
竹
の
皮
に
て
包

尽
夜

無
・・油
断
・頸
に
顕
申
候
。
死
去
の
時
其
箱
宿
に
置
侯
を
明
て
見
れ
ば
義
経
公

の
御
判
常
陸
坊
へ
と
有
に
依
て
常
陸
坊
と
は
知
申
也
、
清
悦
死
去
も
常
陸
坊

死
去
も
寛
永
七
年
と
云
々
」
と
あ
る
が
、

「江
戸
三
吟
」
（
延
宝
六
年
刊
）
に

「古
入
道
は
失
に
け
り
露

（桃
）
青
、
海
尊
や
近
い
こ
ろ
迄
山
の
秋
（信
）

章
、
さ
る
柴
人
が
言
の
葉
の
色

（信
）
徳
」

な
る
附
合
が
あ
り
、
寛
永
以
後
迄
も
出
没
し
て
ゐ
た
と
見
徴
さ
れ
る
。
海
尊

生
存
説
は

「義
経
記
」
巷
八
之
五
、衣
川
合
戦
の
事
に
、
「常
陸
坊
を
初
め
と

し
て
、
残
十

一
人
の
者
共
、
今
朝
よ
り
近
き
辺
の
山
寺
を
拝
み
に
出
で
け
る

が
、
其
儘
帰
ら
ず
し
て
失
せ
に
け
り
」
ユ
記
す
衣
川
館
で
討
死
し
な
か
っ
た

叙
述
に
端
を
発
し
、
当
時
奥
羽
地
方
で
伝
承
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、

「西
鶴
は
寛
文
の
初
年
頃
に
一
度
奥
州
に
旅
行
し
た
こ
と
が
あ
り
、
殊
に
松

島
に
は
か
な
り
長
い
間
滞
在
し
て
ゐ
た
も
の
と
信
」

（真
山
青
果
氏
西
鶴
語

彙
考
証
第

一
、　
一
八
七
頁
）
じ
ら
れ
る
か
ら
、
そ
の
時
に
で
も
土
地
の
人
か

ら
聴
い
た
か
、
或
は
寛
永
八
年
に
本
の
形
と
な
っ
た

「清
悦
物
語
」

（東
藩

野
乗
に
よ
る
）
を
手
に
し
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。　
そ
し
て
此
の
伝
承
と

「義
経
記
」
、
圭
若

「
と
か
し
」

「含
状
」

「笈
さ
が
し
」
等
の
義
経
関
係

の
曲
等
に
よ
っ
て
想
を
構
へ
、
俳
諧
的
レ
ト
リ
ッ
ク
で
文
を
行
っ
た
の
が
、

「雲
中
の
腕
押
」
の
一
篇
で
あ
っ
た
と
断
じ
て
も
宜
さ
う
で
あ
る
。



「
今
西
鶴
研
究
の
最
先
端
は
既
に
放
縦
な
議
論
を
や
め
て
、か
っ
て
の
好
事

的
な
そ
れ
と
は
違
っ
た
学
問
的
資
料
捜
査
整
理
と
護
釈
操
作
に
沈
潜
し
初
め

て
居
る
。
西
鶴
が
採
っ
た
組
材
の
探
査
も
亦
に
う
し
た
傾
向
の

一
翼

と
し

て
、
従
来
博
識
家
に
よ
り
、
よ
り
′
ヽ
指
摘
さ
れ
て
は
来
っ
た
が
組
織
的
に

行
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
に
基
い
て
彼
の
創
作
技
術
や
創
作
精
神
引
い
で

は
浮
世
草
紙
大
き
ぐ
近
代
小
説
の
発
生
に
関
し
て
の
論
議
が
改
め
て
本
当
に

確
立
さ
れ
る
で
あ
ら
う
」
と
中
村
幸
彦
氏
が
喝
破
せ
ら
れ
た
の
は
、
「
上
方
」

西
鶴
二
百
五
十
回
忌
記
念
号

（
昭
和
十
七
年
七
月
号
ノ
所
載
「西
鶴
の
組
材
」

な
る
論
稿
に
於
て
で
あ
っ
た
が
、
爾
来
満
十
箇
年
経
過
し
た
け
れ
ど
も
、
野

間
先
生
の

「本
朝
桜
陰
比
事
考
証
し
西
鶴
新
政
所
収
）
の
外
に
は
西
鶴
学
界

の
こ
の
研
究
分
野
に
餘
り
華
々
し
い
業
績
は
見
当
ら
な
い
様
で
あ
る
。
本
稿

が
、

「西
鶴
小
説
研
究
の
緊
要
事
」

（
中
村
氏
同
上
論
文
）
た
る
組
材
の
探

究
に
さ
さ
や
か
な
寄
与
と
も
な
ら
ば
幸
甚
で
あ
る
。

（
一
九
五
二
・
一
・
一
四
成
稿
於
泉
南
岸
和
国
）

―
大
阪
府
立
和
泉
高
校
教
官
―
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